
3.企画内容
本企画は、マイクロ・ナノ工学（MNM）部門と情報・知能・精密機器部

門（IIP）部門のMEMS技術に関する総合的な学術講演会である。第一回目
となる今回は、近年注目を集める慣性センサに焦点を当て、両部門の強み
であるセンサ物性、回路技術、応用アプリケーションに関連した講演者を
計4名招待し、計2時間の講演会を実施した。講演者の参加費等の一部には
分野連携企画での支援金を活用した。本企画の特徴として、MNM部門、
IIP部門と相互に隔年で開催とし、加えて企画テーマを随時変更していくこ
とにより、幅広い分野を網羅した発展的な連携となることを目指している。

1.開催日･会場 2023年11月6日(月) 熊本城ホール
(第14回マイクロ・ナノ工学シンポジウム内にて開催)

2.企画部門
マイクロ・ナノ工学部門
情報・知能・精密機器部門

4.連携の成果
講演会では、両部門の多様な交流促進を意識し、大学側2名、企業側2名

(その内、若手1名)の講演者を選定し、先端学術分野から、企業の研究開
発に至る多様な側面の学術講演を頂くことで、多くの聴衆参加と活発な質
疑応答等による交流が図られた。
また、本年はMNM部門が主催するマイクロ・ナノ工学シンポジウム内で

の開催となり、同シンポは機械・電気学会等計4学会が共催する年1回の国
内最大級のMEMS学術学会「Future Technologies」の一部であることか
ら、他学会からの聴講参加者も期待され、機械学会のプレゼンス向上にも
大いに寄与したものと考えられる。

5.今後の課題（苦労した点，課題点，他の企画へのアドバイス等）

本講演会では、聴講者の多くが大学の先生方や企業参加者
であり、学生の参加割合が少ないという意見が挙げられた。
両部門、また機械学会の次世代を担う学生の参加・交流を促
進するような企画等も今後検討していきたい。
講演会の告知として、下記の宣伝ポスターを作成し、シン

ポジウム・両部門HP等へ掲載頂いた。当日も会場入り口等に
掲示することで、前述の他学会から
の参加も誘導できたと考えられる。
今後、より広く告知を行う手段等も
あれば検討したい。
本企画では、第一回目として慣性

センサを取り上げることで、多くの
参加者から好評の声を頂いた。今後
もMNM・IIP両部門の強みを生かし
たテーマ設定を行い連携の継続発展
を進めると同時に、多岐にわたる
MEMS技術をより広く網羅した、
発展的な連携も模索していきたい。

行事（企画）名
「MEMSデバイスの最新研究と応用技術(慣性センサ)」講演会

行事URL https://www.jsme.or.jp/conference/mnm2023/index.html
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